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太
宰
治
『
斜
陽
」

研
究
史
一
吉
岡
真
緒

一
九
九
0
年
代
ー

没
後
五
十
年
の
一
九
九
八
年
を
含
む
こ
の
期
間
は
、
研
究
の
基
盤
と
な
る
書
が
多
数
刊
行
さ
れ
た
。
一
九
九
八
年
十
月
に

公
開
さ
れ
た
「
斜
賜
」
草
稿
四
十
二
枚
の
翻
刻
が
第
十
次
『
太
宰
治
全
集
』

(
9
8
.
5
1
9
9
.
5
)
に
収
め
ら
れ
た
者
心
味
は
大

き
い
。
「
斜
腸
」
草
稿
に
つ
い
て
は
、
安
藤
宏
「
文
献
学
の
中
の
太
宰
治
」
（
『
国
文
学
』

9
9
.
6
)
が
「
完
成
稿
を
書
き
継
ぐ

過
程
で
平
行
し
て
派
生
し
た
反
古
」
で
あ
る
こ
と
を
、
用
紙
、
ペ
ン
色
、
ノ
ン
プ
ル
等
か
ら
推
定
し
、
「
恋
と
革
命
」
の
キ
ー

ワ
ー
ド
を
作
者
が
獲
得
し
て
い
く
事
梢
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

ま
た
「
斜
賜
」
の
下
敷
き
で
あ
る
太
田
静
子
の
日
記
を
活
字
化
し
た
『
斜
賜
日
記
』

(48.10
、
石
狩
書
房
）
が
、
文
庫
版

で
一
九
九
八
年
六
月
に
小
学
館
よ
り
五
十
年
ぷ
り
に
復
刊
さ
れ
た
こ
と
は
、
本
作
品
が
、
作
品
そ
の
も
の
は
も
ち
ろ
ん
、
成

立
事
情
も
読
者
の
興
味
を
ひ
く
作
品
で
あ
り
つ
づ
け
て
い
る
こ
と
を
裏
付
け
て
い
よ
う
。
同
書
に
収
録
さ
れ
て
い
る
小
森
賜

-
「
解
説
」
に
は
「
近
代
家
父
長
的
な
家
族
観
と
結
婚
観
か
ら
脱
け
出
そ
う
と
し
た
一
人
の
女
性
の
精
神
の
記
録
」
を
太
宰

が
敗
戦
後
の
思
想
的
な
転
換
期
に
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
道
徳
革
命
を
目
指
す
「
斜
腸
」
の
か
ず
子
を
造
形
し
た
と
い
う

「
斜
賜
」
と
「
斜
腸
日
記
」
の
関
係
性
を
考
え
る
う
え
で
重
要
な
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。
「
斜
賜
日
記
」
に
言
及
し
た
論
文

で
は
他
に
相
馬
正
一
「
『
斜
賜
日
記
』
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
」
（
『
国
文
学
』

9
9
.
6
)
が
示
唆
的
で
あ
る
。

作
品
に
ま
つ
わ
る
査
料
が
充
実
す
る
中
で
、
作
品
研
究
も
新
た
な
視
点
が
導
入
さ
れ
、
ピ
ー
ク
に
さ
し
か
か
っ
て
い
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
の
「
滅
び
」
と
「
道
徳
革
命
」
は
、
作
品
内
で
そ
の
内
実
が
明
か
さ
れ
な
い
こ
と
、
ま
た
「
太
宰
治
」
を
想
起

さ
せ
る
登
場
人
物
の
あ
り
様
と
か
ら
、
太
宰
神
話
あ
る
い
は
論
者
の
倫
理
観
か
ら
そ
の
内
実
を
問
い
、
音
心
味
づ
け
る
こ
と
が

多
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
う
し
た
あ
り
方
に
一
石
を
投
じ
た
の
が
、
高
田
知
波
「
『
斜
賜
』
論
」
（
『
国
文
学
』

9
1
.
4
)
で

あ
る
。
高
田
は
「
斜
賜
」
全
八
章
が
、
線
的
な
時
間
に
沿
っ
て
配
列
さ
れ
た
八
つ
の
プ
ロ
ッ
ク
と
し
て
捉
え
る
こ
と
を
前
提

に
、
各
章
が
い
つ
書
か
れ
た
か
を
推
定
し
、
各
章
を
語
る
（
書
く
）
語
り
手
か
ず
子
の
「
《
出
来
事
》
の
場
に
お
け
る
体
験
と

《
語
り
》
の
場
に
お
け
る
執
筆
行
為
」
と
が
相
互
に
作
用
し
合
っ
た
の
が
、
か
ず
子
の
手
記
で
あ
る
と
し
、
「
革
命
」
の
内
実

で
は
な
く
、
自
己
表
現
と
し
て
の
「
革
命
」
と
い
う
言
葉
を
手
に
入
れ
た
点
を
重
視
し
、
語
る
か
ず
子
の
変
貌
を
跡
づ
け
た
。

高
田
の
論
は
、
語
り
に
言
及
し
た
重
要
な
論
文
で
あ
る
が
、
か
ず
子
の
語
り
を
、
か
ず
子
が
主
体
の
手
記
に
限
定
し
た
こ
と

で
「
斜
賜
」
の
構
成
を
考
え
る
う
え
で
新
た
な
間
題
提
起
を
し
た
。
す
な
わ
ち
「
斜
賜
」
は
、
か
ず
子
が
主
体
の
手
記
と
直

治
が
主
体
の
手
記
と
に
よ
っ
て
成
立
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
配
列
し
「
斜
賜
」
と
す
る
主
体
は
ど
う
捉
え
る
の
か
と
い
う
問

1960 1950 1940 
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太
宰
治
「
斜
陽
」

エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル

題
で
あ
る
。
島
村
輝
「
《
書
く
こ
と
》
へ
の
意
志
」
（
『
太
宰
治
』

9
2
.
6
、
洋
々
社
）
は
、
「
斜
隔
」
を
、
か
ず
子
が
何
度
も

の
手
記
の
写
し
取
り
と
意
味
づ
け
の
痕
跡
を
残
し
な
が
ら
ま
と
め
あ
げ
た
物
語
と
指
摘
す
る
。
同
様
な
視
点
で
榊
原
理
智
「
語

る
行
為
の
小
説
」
（
『
日
本
文
学
』

9
7
.
3
)
も
「
発
話
さ
れ
た
瞬
間
に
過
去
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
」
語
り
の
あ
り

様
を
指
摘
し
、
「
斜
腸
」
を
、
無
数
の
基
準
が
交
錯
す
る
言
説
の
断
片
の
重
な
り
と
論
じ
た
。
島
村
・
榊
原
の
提
示
し
た
語
り

の
局
面
性
は
重
視
す
べ
き
だ
が
、
局
面
性
を
強
調
す
る
こ
と
は
、
物
語
内
容
と
の
乖
離
に
つ
な
が
る
。
そ
の
点
を
克
服
し
た

の
が
中
村
三
春
「
『
斜
賜
』
の
デ
カ
ダ
ン
ス
と
＂
革
命
“
」
(
『
国
文
学
』

9
9
.
6
)
で
あ
ろ
う
。
「
『
斜
賜
』
を
構
成
す
る
手
記

形
式
の
エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル
は
そ
れ
じ
た
い
で
充
足
す
る
こ
と
は
な
く
、
文
芸
テ
ク
ス
ト
と
し
て
の
全
体
性
へ
と
吸
収
さ
れ
ざ

る
を
え
な
い
」
と
明
確
に
指
摘
し
た
中
村
は
、
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
否
定
し
、
別
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
打
ち
立
て
る
語
り

口
を
、
太
宰
の
女
語
り
を
視
野
に
入
れ
つ
つ
明
ら
か
に
し
た
。

ま
た
「
斜
励
」
が
有
す
る
同
時
代
性
、
思
想
性
か
ら
、
安
藤
宏
「
太
宰
治
に
お
け
る
“
滅
び
の
力
学
“
」
(
『
解
釈
と
鑑
賞
』

0
1
.
4
)
は
「
斜
賜
」
の
特
巽
性
を
「
マ
ル
ク
ス
主
義
的
世
界
観
に
お
け
る
『
階
級
』
の
問
題
と
、
戦
時
の
運
命
共
同
体
的

な
『
国
体
』
の
観
念
と
が
、
共
に
『
滅
亡
』
と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
に
重
ね
合
わ
さ
れ
て
い
る
」
と
こ
ろ
に
見
出
し
て
お
り
、

山
崎
正
純
は
「
『
斜
腸
』
」
（
『
国
文
学
』

0
2
.
1
2
)
で
、
戦
後
の
太
宰
と
河
上
徹
太
郎
の
類
似
を
「
思
想
と
し
て
誤
り
で
あ
っ

て
も
、
＂
正
し
さ
“
へ
の
便
乗
よ
り
は
、
誤
り
を
持
続
さ
せ
る
愚
か
さ
の
方
が
、
よ
り
＂
正
し
い
“
の
だ
」
と
す
る
思
想
性
に

見
出
し
、
か
ず
子
を
戦
後
か
ら
の
連
続
の
相
で
捉
え
た
。
ま
た
根
岸
泰
子
「
太
宰
治
『
斜
腸
』
」
(
『

20
憔
紀
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

を
読
み
解
く
』

0
1
.
3
、
学
芸
書
林
）
は
、
本
作
品
が
当
時
も
た
ら
し
た
衝
撃
に
つ
い
て
、
同
時
代
性
、
「
相
模
曾
我
日
記
」

と
の
関
係
と
か
ら
論
じ
て
お
り
興
味
深
い
。

他
に
、
石
井
洋
二
郎
「
闘
争
す
る
身
体
」
（
『
身
体
小
説
論
』

9
8
.
1
2
、
藤
原
書
店
）
が
「
身
体
」
を
軸
に
か
ず
子
の
革
命

に
つ
い
て
不
良
的
身
体
の
種
を
宿
す
こ
と
で
自
ら
の
身
体
の
階
級
性
を
白
紙
還
元
す
る
も
の
と
い
う
示
唆
的
な
指
摘
を
し
て

い
る
。

研
究
史
一
同
時
代
言
説
へ
、

そ
し
て
テ
ク
ス
ト
へ

2000 1990 1980 71 
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「

1990年代～
「多様化」 の時代




